
開岱 .201c1月号)

全
国
に
さ
吉
が
け
て
完
成
し
た
市
の

消
防
融
合
訓
練
埠
で
は
、
持
妨
レ
ン
ジ

ャ
;
部
隊
の
指
地
の
も
と
に
、
全
署
員

と
二
十
一
の
哨
肘
分
間
員
三
百
七
十
四

人
が
事
さ
を
吹
き
と
ば
し
て
猛
訴
腕
を

行
な
っ
て
い
る
。

別
融
は
、
毎
趨
月
組
目
、
と
火
盟
日
に

署
員
全
日
討
が
、
ま
た
水
摺
臼
と
太
閤
呂

ば
名
分
間
山
目
が
総
出
で
刊
訓
練
臼
震
を
こ

な
し
、
ぞ
の
間
げ
き
を
ほ
っ
て
、
」
坪
呂

レンジャー競先頭む暑さ吹きとば1"盤訓練

十
四
人
で
構
成
し
て
い
る
レ
ン
ジ
ャ
ー

隊
員
の
水
平
わ
疋

P
4ど
、
ロ
;
プ
レ
セ

出
世
つ
て
の
ん
守
対
訓
臓
や
救
助
法
号
使
っ

た
ピ
ル
火
誌
に
吹
か
す
と
と
の
で
き
な

い
川
訓
練
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

署
問
、
八
刀
柿
民
的
部
締
活
動
の
重
点

ば
、
ポ
ン
プ
撮
法
、
調
理
訓
棟
、
治
火

演
技
、
救
助
袋
の
使
い
方
ゃ
、
屋
内
消

火
嬰
融
鐙
を
担
つ
て
の
耐
柄
、
耐
腰
掛
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主
、
壬
フ
ホ
ー
ム
、
寄
盆
溶
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か
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づ
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た
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日
早
大
丹
市
議
会
定
例
会
で
、
四
十
Z

一
年
度
第
一
次
補
正
予
算
が
略
立
レ
ム
汚
補
正
震
は
一
般
会
計
一
一
億
お
百
ぜ

問
中
高
、
醤
言
語
撃
患
に
二
億
一
一
一
千
一
一
一
室
十
一
言
ぷ
筋
一
雲
討
の
補
正
案
話
一
総
決

怒
コ
γ八
百
方
河
は
教
育
費
で
、
文
化
セ
y
h
F
1
由
樋
議
訟
の
建
築
費
本
年
度
経
師
分
と
申
原
小
、
大
野
小
、
一
日
一

一
出
花
水
小
由
捜
脅
増
輯
ヱ
事
時
置
な
ど
が
t~な
も
自
で
あ
る
。
ま
た
、
構
内
地
域
へ
の
広
報
無
轟
輯
置
由
設
畿
、
一
日
一

日
時
市
広
報
車
の
一
購
ス
費
、
懸
案
由
市
立
総
合
開
説
建
設
敷
地
の
造
腐
費
、
市
沼
田
改
良
、
舗
畿
、
も
え
な
い
な
設

立
み
捨
湯
田
設
糧
費
な
ど
も
計
上
し
ず
、
帯
主
予
算
の
な
か
回
お
も
な
紋
時
的
経
鐙
と
暗
躍
護
費
は
次
の
と
お
hu

古

購
一
瞬
曲
計
線
認
苓
露
目
内
容
一
畿
二
千
万
円
、
自
動
車
取
揮
税
膏
付

妻
、
空
警
は
一
議
会
高
一
金
沼
千
古
友
丹
、
県
支
出
金
か
ら
一
一
一

白
ヨ
ち
、
県
営
競
馬
収
益
焚
付
金
一
一
千
二
百
万
円
、
道
路
密
通
法
の
政
記

カ
マ
ヤ
ス
ト
ア
、
人
間
閥
、
中
間
距
栄

吉
長
倍
、
何
本
難
民
、
蘇
井
洋
部
活

力
え
ダ
ャ
、
十
静
昼
、
ヤ
マ
グ
チ
運

動
貝
倍
、
林
蔭
呉
服
匹
、
山
室
生
花

宮
、
富
士
銀
行
耳
慣
崎
支
目
、
一
辞
和
賞

研
水
ム
出
ザ
探
病
院
、
魚
忠
会
館
、
河

合
製
パ
ン
、
日
本
相
五
四
間
行
中
域
支

活
、
大
一
探
吉
岡
脂
肪
、
ム
「
込
持
計
活
、

ハ
ル
タ
限
館
広

門
夜
景
〕
守
特
畳
二
時
ロ
カ
パ

y専

門
活
寸
準
特
滋
・
入
柑
@
4
U
削
伸
、
ミ
ツ
マ

ル
家
具
セ

y
タ
l

マ
入
選
・
ト
キ
ロ
ャ
、
長
補
国
間
早
塚

活
、
野
田
屋
、
執
の
デ
パ
ー
ト
片
山

↓
字
削
町
市
十
啄
臣
、
ハ
ル
タ
線
鶴
話
、

捕
監
住
吃
相
五
平
城
支
日

〔
地
区
別
〕
マ
一
等
・
組
問
錦
行
平

田
弧
支
白
、
笹
問
自
皆
、
イ
マ
ジ
ュ
家

具
セ
Y
タ
i
、
相
惇
目
的
蹴
呂
、
平
謙

信
用
金
時
五
館
、
ワ
シ
才
、
ス
ヲ
中



置
に
よ
り
、
居
庫
補
助
者
受
げ
る
八

捕
虜
曹
擁
立
品
交
議
筋
誼
工
事
の
一

部
お
よ
び
必
ぎ
ト
水
道
工
事
の
一
却

に
つ
い
て
、
翌
茸
度
《

措
匿
を
と
っ
た
も
の
@

競
演
警
の
賠
輔

つて
も
九
心
か
ら
揮
と
の
謂
斎
結
果
か
ら
み
て
、
県
下
し
た
.
松
竹
映
画
ス
タ
1
由
選
崎
高

引
出
し
た
い
。

v

の
都
市
で
、
生
鮮
食
制
料
品
目
U

安
い
街
々
さ
ん
と
叫
が
本
マ
チ
マ
サ
古
ん
、
若
く

×
は
小
田
原
市
、
高
い
街
は
締
禽
と
堪
て
裂
し
い
新
人
ス
タ
ー
で
あ
る
。

昨
匝
弥
実
鞄
さ
れ
子
と
い
う
ζ

と
に
な
り
宇
J
?
a
従
来
も
前
年
度
ミ
ス
中
ぷ
J

代
表

た
県
下
白
竺
借
金
額
頬
が
長
〈
、
新
鮮
で
ヨ
ま
〈
、
と
、
モ
の
年
の
ミ
ス
七
夕
の
こ
人
で

相
官
諸
費
者
物
締
し
か
も
安
い
自
が
手J
も
の
の
平
援
あ
っ
た
が
、
今
年
は
前
年
震
の
代
役

由
調
査
結
南
町
か
新
と
い
う
…
世
評
在
落
さ
同
ょ
う
、
開
院
は
と
D
や
め
て
二
人
と
も
今
年
度

聞
に
発
表
さ
れ
て
業
者
白
書
と
罫
力
者
レ
て
も
ら
い
主
主
と
し
た
。
室
、
蒋
の

い
た
。
市
民
の
皆
た
い
と
お
も
う
。
ロ
協
力
で
新
人
の
中
か
ら
選
ん
で
渓

さ
ん
も
あ
読
み
に
物
縮
問
媛
は
政
情
的
調
需
に
ま
つ
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
有
り
難

な
っ
て
、
県
下
十
ほ
か
は
な
く
、
地
万
自
治
悼
の
力
で
い
a

四
都
市
の
な
か
で
は
何
と
も
な
ら
ぬ
笥
績
で
あ
る
e

と
閣
の
多
い
槙
清
雲
お
お
、
品
盈

も
、
平
協
叫
が
お
も
い
つ
ず
¥
手
を
こ
ま
ぬ
い
て
い
る
の
二
百
万
の
観
光
客
の
た
め
に
、
天
よ

い
の
ほ
か
物
偲
指
で
は
な
〈
、
市
長
と
し
て
は
、
消
獄
ノ
七
夕
ま
つ
り
に
商
品
み
を
た
れ
た

吹
か
高
い
の
に
、
者
守
ハ
す
る
た
め
に
は
と
つ
し
た
ら
よ
す
λ
と
杭
ゐ
択
制
だ
。

お
気
づ
垂
に
な
っ
い
か
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
×

た

乙

と

と

忠

一

三

た

い

。

朗

報

ま

た

一

つ

、

蕎

術

品

が

市

に

め

た

。

生

鮮

魚

介

a
野
菜
e
果
的
・
肉
強
た
仁
y
r
え
ば
、
組
慈
な
商
品
白
追
い
寄
贈
さ
れ
た
a

ζ
の
こ
と
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
報
の
問
品
留
の
梢
費
者
物
価
指
数
に
つ
出
し
と
か
、
悪
質
な
生
麗
者
や
葉
信
そ
れ
は
京
市
拒
住
の
江
鰐
中
学
校

e
F
b

い
て
、
横
浜
空
一

00と
す
る
と
、
の
捕
め
出
し
と
か
、
物
沼
健
よ
D
に
の
先
生
でA
一
票
街
家
、
春
時
金
会
員
の

ザ

邸

主

鮮

魚

介

で

は

、

寝

苦

八

六

e
O
望
者
の
重
度
映
さ
せ
る
と
か
、
童
文
夫
妻
官
、
立
の
審
白

川
ぺ
月
一
が
最
低
寛
平
塚
は
小
震
に
次
い
数
多
く
の
喜
望
え
ら
れ
る
が
、
曹
関
余
震
に
出
品
さ
れ
た
蓄
を

十
一
で
、
丸
一
五
百
三
一
言
語
い
点
、
要
は
消
重
で
あ
る
市
票
、
空
襲
の
額
に
ス
れ
て
お
く
ら
れ
た
の

争
す
一
一
塁
は
山
崎
の
過
去
が
最
低
消
費
者
と
な
っ
て
も
ら
フ
た
め
の
行
で
ま
。

雪

印

十

一

一

年

度

の

市

税

収

入

状

蒔

均

一

・

で

、

平

塚

は

葬

@

横

室

よ

国

政

で

あ

る

@

主

主

の

、

明

る

い

柔

ら

か

味

況
が
、
こ
の
ほ
戸
確
定
し
ιん

ロ

そ

れ

品

開

開

一

原

a
聖
・
茅
ケ
崎
。
一
一
一
浦
に
択
い
義
者
行
政
は
商
工
票
担
当
の
あ
る
可
静
物
」
寝
室
色
の

に
よ
る
ζ
収
入
高
額
は
十
八
億
九
品
川
山
一
を
で
、
九
九
八
で
毒
自
だ
し
、
毒
薬
を
具
体
的
に
す
す
め
額
に
よ
く
調
和
し
丈
喜
一
室

千
余
万
円
一
収
入
室
は
九
九
会
場
均
一
力
量
は
小
畏
の
八
八
ニ
ハ
選
て
い
き
た
い
と
完
る
の
で
、
室
長
子
え
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
き

な

で

あ

っ

て

前

年

度

と

向

き

凡

寸

一

努

宅

、

芸

は

霊

・

費

4
Yグ
の
詰
著
書
し
た
い
白
と
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
包

成
績
を
あ
げ
る
ζ

と
が
で
き
た
。

ρ
か

と

予

川

崎

@

横

須

賀

に

き

醇

木

と

×

首

長

著

名

な

芸

評

が

お

佳

恐
ら
く
、
人
口
十
万
以
上
の
警
官
丸
一

F
5
0一
工
会
七
番
号
あ
審
議
院
選
挙
も
、
い
よ
い
よ
護
ま
い
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
。
わ
た
く

護

署

長

デ

語

、

義

一

ニ

J

司

一

究

口

、

問

題

小

震

の

主

主

白

ま

で

み

?

手

書

き

し

は

、

文

化

セ

ン

タ

ー

喜

じ

で

年
全
国
一
の
露
白
ち
た
て
偉
九
」
仁
炉
一
研
最
低
で
、
平
患
は
山
崎
。
相
模
原
・
え
街
に

ι色
と
EJど
り
の
全
国
民
豊
か
な
作
家
の
す
ぐ
れ
た
作
品

の
で
一
定
さ
っ
か

F
U
一
の
横
須
賀
工
一
一
捕
に
次
い
で
、
丸
子
や
地
方
区
震
補
者
白
ポ
ス
タ
ー
が
、
夫
市
民
か
喜
重
喜
る
よ
う

わ
た
〈
し
は
、
市
民
穣
韻
の
窃
ま
ア
」
一
八
で
六
番
目
で
あ
る
。
人
呂
を
ひ
い
て
い
る
が
、
地
万
選
挙

白
一
が
、
悪
意
欲
と
な
っ
て
、
市
税

F
U唱
一
者
皇
官
と
選
考
古
指
数
量
と
異
昔
、
静
か
な
選
議
長
官
、
あ
に
し
た
い
夢
書
い
て
い
る
の
て

を
完

3
i
z
~
s
z
p
一

業

主

員

2
一

一

一

品

目

低

売

市

長

就

任

以

来

、

作

法

華

に

っ

と

主

主

、

住

吉

い

街

う

く

口

ん

得

ノ

一

い

の

は

横

雲

@

川

崎

a

平
塚
@
一
一
一
第
十
八
回
選
七
夕
ま
つ

2
、
と
め
で
塁
。
幸
い
に
し
て
、
警

に
一
層
の
努
力
季
ベ
告
書
芸
会
宮
内
一
手
震
の
五
問
。
ご
品
宮
北
事
グ
高
底
面
の
強
い
と
意
見
か
ら
、
妻
ま
で
に
散
き
の
作
品
が
寄
せ
ら
五

〈

一

昭

ず

お

で

あ

吾

回

治

監

崎

の

一

市

二

ロ

習

は

需

品

槙

期

間

由

γ
濯
す
と
と
返
っ
た
の
た
篤
請
の
諸
先
生
に
、
問
民
の
警

ま
た
寝
袋
憧
簡
保
険
税
で
も
、
前
二

d

県
・
大
和
の
一
一
一
市
で
、
残
る
韓
童
と
で
、
大
事
な
選
単
に
支
挿
の
な
い
よ
ん
と
と
も
に
、
心
か
ら
お
初
在
申
し

々
年
度
か
ら
引
き
続
い
て
、
九
九
@
叫
ん
与
し
、
む
協
力
を
感
謝
し
、
そ
の
臨
還
手
は
四
品
百
と
も
横
摂
よ
D
も
指
ぅ
、
準
構
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
@
あ
げ
た
い
。

九
b
と
い
う
蹴
阿
国
間
的
な
成
舗
を
お
注
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
の
封
習
に
封
し
散
が
高
い
ζ
と
が
わ
か
る
・
今
年
か
ら
ミ
ヌ
七
夕
は
二
人
制
と
(
昭
和
四
一
一
て
七
・
一
)

つまづいた青少年

を
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市
A

宮
市
間
部
広
報
課
は
、
と
と
し
も
八

月
一
臼
か
ら
第
五
次
広
聴
パ
ト
ロ
ー
ル

そ
実
施
す
る
。
市
民
の
婆
望
ム
盟
克
・

帯
構
な
ど
~
を
積
極
的
犯
聞
い
て
、
と
れ

を
市
政
院
反
映
さ
せ
る
の
が
ね
ら
い
で

広
報
車
に
広
聴
時
員
一
一
名
、
広
報
モ
ニ

タ
ー
を
提
せ
、
別
項
の
市
内
四
十
五
か

所
在
巡
回
す
る
も
の
e

広
聴
パ
ト

2
1ル
は
、
平
塚
独
自
の

広
聴
荷
動
で
、
昨
年
は
約
三
百
件
に
の

ぼ
る
簡
を
間
宮
、
行
政
に
反
映
し
て
吉

F
り
た
が
、
今
自
は
そ
の
第
五
次
で
あ
る
。

、
パ
ト
ロ
ー
ル
が
巡
同
出
す
る
日
は
、
広

P

品川
N

報
無
韻
放
送
で
予
告
F
る
ほ
か
、
到
着
一

官
唱
畠
は
広
報
車
の
ス
ピ
ー
カ
ー
で
知
ら
せ

官
自
穆
る
。
パ
ト

p
iル
は
、
南
を
お
聞
き

す
i

し
、
記
撮
に
レ
》
」
め
る
ま
で
を
任
務
と

f
a
z
し
二
括
管
選
後
宮
、
市
長
名
で
文
歯

ει
ト
で
行
な
う
。

p
h
p

ま
た
鎚
単
な
事
項
や
案
内
な
ど
は
そ

正
〈
の
都
度
状
況
に
応
じ
て
、
現
地
で
一
処
理

ず
る
。
駐
車
時
間
は
、
午
前
、
午
後
と

も
一
時
間
同
種
度
ι

パ
ト
ロ
ー
ル
炉
、
口

近
所
に
巡
回
、
開
設
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、

積
極
的
な
態
見
を
寄
せ
て
↑
ほ
し
い
。

8月 1臼(木)午前@神倒産量協前 大神公民館前

。ぉ 8臼〈木〉午前・丸議パス発着所
タ おおむね午前@霊堂前公民館?再訪15分自

? 22臼併合午書官②片関東横甫側金自公民館
/。 午後 e真田神社東海大学習椀入口

ク 29日{木}午前 a矢沢公民館ごと農地稚園
9月ヨ臼{木)午前 a下E吉沢公民館 中吉沢公民鑓

~ 12白〈木〕午前@申島公民館十輪寺
c- 19日併記)は子高中央E塾協金田支所

。26日(木〕午前@下7J日朝額舎万民集会所
タ 午後@坂潤集会所中央農協旭支所

10月3臼(木)午前 e八幡公民館真土公民館

午後 e四之宮公民館 !日照之宮公民館

日夕 11)ヨ(金)時前@中原公民鰐消防大野出張所
午後 e南原公民館

。17尽(木)勾前・おおと D神社四十踊illl公庫署
午控 a大久保公園寓土昆公民館

" 24日(木)午後@平塚駅北口
*' 31日(木}午後 e松原公民館
11s17 S (木〕午前@須費公民館長楽寺

ヰ撞 a腎椀公露軍 月見町公園

。14羽(木〉午前@羽衣公園海岸地区釘会館
午控・花水公民館花水会館

〈事〉

ーハイウェイから転毅一

ライトの上向きに主主主主

夜間ライトを上向きにしたまま送っている

ものがあるが、 ζれは対向車やそのE宣言1jを走

っている躍が計常に走りにくいばかbでなく
げん惑され、事故を起ζす際関こなる。

ライトを上向きにするときは、他車に迷惑

iJ拍哨hらない範関内で使うこと。

青
少
年
指
導
員
新
た
広
五
民
表
委
嘱

ど
を
決
定
し
た
。
(
敬
称
略
)

マ
花
井
武
、
マ
杉
山
昇
次
、
ヤ
鈴

木
義
郎
、
寸
米
品
調
不
代
、
マ
久
保
出

正
男
、
中
間
V

藤
川
刷
、
中
竹
内
蔵
司
、

マ
米
山
陵
問
問
、
マ
添
田
諸
雄
、

い
さ
ほ
、
マ
一
一
一
浦
荷
昭
、

皆
、
マ
鈴
木
久
夫
、
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重富選129寄謹吾横断して活学ずる児童量 児童の安金在者えると学

区再編成{立、子畳持つ殺にとってぜひ実現してもらいたいもの。

都市割、規模制学校数
一一小笠 耕一一

表権数後生議一克
信
制
H

紬
明学制

加

1':支lu

羽田

1iOO 



11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 川1111川11川111111民11封1111臼1111時11詰111111刊11刊11111111刊1111刊11時11討1111討111111111111担11時11詩11111川H川川H川111111話1111討11111111刊11川11川H川1111111附i討1111託1111討1111昨1111詰11討11刊1lI111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IUIIIIIIIIIIII

(>1) (新)1手学校新設

小学校区 中学校区

繁喜喜 '1¥宅子技 5工務中学後松寝 Q 

ラ竪 Q 木洋 /t 

富士見 // 春日聖子 。

主第主二フ拡tポ p グ {章者} 浜音量 q 

1te q 旭 。{新)

穴聖子 e〆
大 野

八幡 。〈粉 '" 
中癒し 4伊 中原 .. (新)

神犠 内田 '" 守事包 @ 

グ〈新)

雪量包 /1' 

城島 q • 北部 q (;紛
!ffiJ i身 1/ 

:吉t箆沢 /1 

ニ1:
1

沢 4陸

" 
会会，
回
g 

Q 

会経 '" /1 

学区の変突きれる地区

小学校

{地 区) (現学区) (新字包}

久領堤め一部松原小一→j巷 ，1、

{i;官ffir(i日平埠新宿合) 花水小-4巷 '1、

花水小一→第二花7)'く小

宮松町、宮の前、室町崇著 ~1、←→松原小

宮土見極Tの一部崇善小一→富士見，1、

IZ プ野小一→入幡小
() 

一明大野小←→入鴻 ;1、

大野 'J →中 j京小

区 f宇宙小ーー→1慣れ小

真
{穴望

撲、内光

中学校

中原小学区 大聖子中令中 j車中

豊田小学 IZ 六野中ー→北部中

城島小学区 1伊勢日空宇←→討中
学区 j

t2.小学区全氾中ー→j企 中

再f講成後の学区

J 
j 
相

~~¥¥  j深さ翌)1)礎
¥、-.¥j / )11 

(1自須賀〉 句?を¥仁

失額誌の一部〈馬ス地を~f!;J\学校区とし，児童のi通学安全在(誌が言。..............._

り久UA
 

I家工業平



宮士毘町

市i豊平揺る聾岸Ot勢醸線五もって革本小学按[R
惹会事jい守技規f英明車正{とを{手卦事。

11111111111111111111111111川 11.111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111~ 1II 1111111

き 調馬無人踏み切りを瞳断して松躍小学樫へ過

ぎ う代宮町田児童藍たちいつも怒設ととなりあ

蕊 わせだ

iiillllllllllllllllllllllllllllllllllllllll!111I1I11111111111I11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIilllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll 

1t'宮町の全減税持校区としa学匿の麟段差繋るととも仁遇制安全自品、D.



畿
え
が
吉

揖
間
近
L
お
け
る
社
虫
色
急
激
な
蓄

は
、
特
に
玄
都
圏
内
申
各
都
市
に
大
吉

な
影
響
を
お
よ
ほ
し
て
い
る
。

描
年
次
白
成
分
は
、
第
一
次
を
昭
希

同
日
十
四
年
度
ま
で
と
し
、
そ
れ
以
降

は
一
応
五
か
号
な
主
L
ぼ
切
っ
て
、

軍
二
次
A

第
一
一
茨
と
す
る
。

(
一
一
一
)
今
回
の
学
民
再
編
唱
は
、
間
出

に
よ
れ
ば
関
山
な
ど
一
一
請
は

7
5に
た

や
L
、
は
た
ま
た
、
敦
賀
効
突
の
区
再
編
成
誉
開
会
ヂ
議
警
「
れ
た
点
の
問
題
点
常
読
討
し
つ
く
し
た
つ

実
施
し
て
お
り
、
豊
橋
ほ
か
七
市
向
ょ
を
は
か
る
た
め
に
、
童
を
遜
雲
ぺ
}
ジ
に
わ
た
る
警
摂
に
よ
も
り
で
す
が
、
あ
ま
ね
く
震
の
み

も
、
そ
れ
ぞ
れ
帯
鵠
会
主
設
け
て
棋
王
に
す

G
4フ
弼
力
ず
る
こ
》
征
教
る
も
の
で

7
が
、
昭
和
也
十
一
正
也
な
苧
ん
に
理
解
し
て
い
た
戸
げ
る
か

平
燦
市
立
小
学
捜
お
よ
び
申
学
技
討
中
で
あ
岳
、
モ
の
他
の
都
市
に
お
膏
委
員
会
に
負
わ
さ
れ
た
霊
式
な
寅
月
以
来
一
年
八
か
月
の
閥
、
献
花
仏
に

E
う
一
か
心
役
し
亡
お
D
ま
す
。
今
後

遺
単
一
区
輔
の
再
輔
氏J
に
つ
い
て
む
中
い
て
も
多
少
の
援
は
あ
葛
炉
問
題
解
知
的
で
あ
り
一
ま
ず
。
わ
た
く
し
た
ち
槽
議
し
て
い
た
だ
い
た
各
界
代
衰
の
も
関
係
の
出
い
地
域
の
か
た
が
た
に

開
発
表
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
決
に
弼
カ
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
あ
は
、
平
田
也
市
が
、
今
に
し
て
苧
氏
再
+
五
名
の
委
員
の
対
し
て
は
、
説

の

み

な

き

ん

に

、

む

あ

い

さ

つ

申

し

閉

山

A
M
h
r」
跨
い
て

あ

げ

る

機

会

を

え

ま

じ

た

乙

と

を

先

頃

じ

ゅ

4
2ぷ
ん
納

言

じ

ま

す

。

麟

管

て

い

た

だ

き

て

警

に

お

け

る

基

の

急

措

〈

主

義

め

る

とレ
c
f
匂
記
、
さ

ら
に
各
方
面
自

最
終
結

二 5

次 49

信

三i七

年認市立小学校および中学校通学区

描再繍成議員企委員氏名

委員長鹿島孝ニ副委員長篠原忠治郎

民 名構成区分綴 筒

。前思議官市議会 42.5.19~ 43.3.30 

~対産主三市議会 41.7 ・ 21~ 42.5.18 

午安壁面治市議会 42.5.19~ 43.3.30 

土屋照久市議晶 41.7.21~ 42.5.18 

小JII 佐助小学校校長会 41.7 .21~ 43.3.30 

北村繁男小学校教頭金 41.7 .21~ 43.3.30 

C片野信杭中学校校長会 副・7.21~ 43.3.30 

坂倉敏夫中学校教議会 41.7 .21~ 43.3.30 

五慰寸良平市PTA連合会 42.5.19~ 43.3.30 

岩田辰蔵市PTA連合会 41.7 .21~ 43.3.30 

対上 績市PTA連合会 41 ・7 圃 21~ 43.3.30 

高橋箆治学識経験者 41.7.21~ 43.3.30 

C践滋芋二学識惑鞍者 41.7.21~ 43.3.30 

C篠原忠治郎学識経験者 41.7 .21~ 43.3.30 

磁村名男無 職 叫 .7 ・21~ 43.3.30 

出
世
す
る
た
め
に
、
た
争
ぞ
学
校
在
設
経
レ
、
ま
た
は
編
由
実
務

ιふ
み
一
き
る
乙
と
を
ち
9

か
た
が
た
に
対

雪
再
編
成
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
統
合
T
る
た
め
に
、
そ
の
間
辺
の
宇
う
ち
ょ
す
る
苧
授
、

F季
載
し
二
震
の
み
な
さ
ん
と
と
志
に
探

て
い
る
の
は
、
ひ
と
b
平
援
市
に
限
区
に
つ
い
て
、
一
部
分
め
再
編
成
を
に
白
ζ
7
ζ
と
を
一
慰
意
し
、
あ
え
謀
な
る
脅
怠
と
謝
意
を
さ
さ
げ
る
も

っ
た
こ
と
で
は
あ
り
一
ま

τべ
己
の
す
る
な
ど
白
例
は
、
神
高
山
恩
P
の
て
、

ζ
の
照
難
な
仕
謹
一
に
殺
り
絡
み
の
で
あ
の
ま
す
。
と
の
構
会
に
、
み
な
さ
ん
の
格
段
の

と
と
は
企
題
の
数
多
く
の
蔀
市
閉
、
一
市
町
村
に
つ
い
て
み
て
も
杖
単
に
い
ま
し
た
・
教
育
委
員
会
の
考
え
て
い
お
実
施
ご
理
解
と
む
協
力
を
一
お
願
い
す
る
し

と
も
に
償
ん
で
い
る
問
題
で
あ
っ
て
一
と
$
引
か
な
い
ほ
戸
で
あ

P
ま
す
e

ζ

ζ

L

中
一
開
発
表
す
る
教
育
委
員
計
障
は
痢
項
白
と
お
り
の
内
容
で
あ
だ
い
で
あ
幻
牢
7
・

い
ま
を
た
し
む
苧
も
ζ
L畠
る
資
料
と
と
も
の
使
命
の
安
全
を
ほ
か
る

A
阿
茶
の
脅
字
は
、
去
る
一
一
一
月
茨
に
学

D
ま
言
。
わ
た
く
し
た
ち
は
、
震
侍

ー



来年121警の完成否晶

ざして麓築中の県立

富学校綬書 7Eの鞍

護{立、盟申不詔由な

子のためは 500ルッ

クヌの腕るさ!となる

混
在
市
内
に
は
、
小
児
マ
ヒ
な
ど
予
普
通
の
学
校
に
逸
T
凡

な
い
絞
品
不
自
白
児
が
約
九
十
人
。
県
下
で
は
丸
山
白
五
十
六

人
も
い
る
と
い
わ
れ
、
視
覚
障
費
主
一
県
下
に
三
百
五
十

人
主
越
え
る
と
い
う
a

乙
れ
ら
の
と
ど
も
違
を
収
容
し
、
系

続
的
H
L
教
討
と
割
臓
を
す
る
議
謎
施
設
の
建
設
は
易
心
不
自

鹿
児
を
持
つ
親
に
と
っ
て
、
切
奨
江
頭
い
で
あ
る
。

こ
と
し
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
は
、
本
年
一
月
に
者
工
、
十

一
一
日
の
完
成
を
待
つ
県
立
百
ザ
夜
の
デ
一
ブ
ッ
ク
ス
校
舎
、
ま

た
、
山
U
月
か
ら
前
向
金
聞
に
建
設
を
は
じ
め
た
肢
部
不
自
白

児
白
蓑
議
施
設
、
近
く
で
は
、
的
斤
に
出
紅
白
奉
公
門
に
で
き
た

言
語
障
問
日
見
の
治
験
教
宵
施
設
「
こ
と
ば
の
敷
設
」
が
、
話

題
に
な
っ
て
い
る
。

門
肢
体
不
串
由
児
繋
種
施
設
〕

e
県
教
養
は
、
本
市
の
金

問
地
区
に
小
学
校
か
ら
商
校
ま
で
教
育
と
訓
練
の
で
き
る
絞

日
を
ロ
霊
に
と
D
か
か

っ
た
。
場
所
は
、

抱
一
万
五
ナ
ヰ
方
い
い
を
建
設
予
定
期
と
し
て
お
り
、
鉄
筋
コ

y
p
u
lト
二
階
建
て
の
教
髭
二
棟
の
ほ
か
、
機
能
郡
練
体

腎
鐙
一
棟
庁
ど
の
総
合
セ
ン
タ
ー
と
な
る
。

門
県
高
留
学
校
〕

e
新
校
舎
は
、
と
と
し
一
月
に
着
工
し

た
も
の
で
、
総
面
積
五
手
吉
十
凶
平
方
M
、
銑
筋
三
階
建
て
、

特
に
こ
の
教
裂
は
、
謂
視
の
子
の
た
め
、
信
光
灯
の
な
か
に

天
井
が
あ
る
よ
う
な
明
る
吉
、
治
揖
盤
、
解
剖
室
、
外
来
患

者
治
臨
む
機
能
郡
朝
祭
、
こ
っ
灯
音
楽
輩
、
聴
覚
紋
μ
豆
、
テ

ィ
!
チ
ジ
グ
マ
シ
ン
の
よ
う
な
L
L教
室
な
ど
を
宍
捕
し
た

近
代
的
な
も
白
。

門
こ
と
ほ
の
教
事
口

a
近
代
的
な
設
備
と
校
舎
を
持
っ
て

譲
住
し
た
「
乙
と
ほ
の
数
量
一
ヤ
旬
、
四
月
に
入
組
式
伊
終
え
、

教
育
語
劇
を
は
じ
め
て
か
ら
は
や
く
も
一
一
一
か
月
を
経
過
。
開

設
当
初
は
、
児
議
が
実
ど
の
程
度
の
障
害
哲
も
ち
、
そ
れ
が

グ
ル
ー
プ
白
中
で
、
あ
る
い
は
個
人
対
個
人
の
話
し
合
い
の

擦
で
は
と
つ
な
る
か
.
ま
た
本
人
の
役
揺
は
ど
E
か
な
ど
、

異
体
的
な
項
留
に
よ
っ
て
観
察
や
診
断
在
日
り
な
い
、
個
ん
に

応
じ
た
遥
切
な
指
壇
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
某
。
と
れ
を
も
と
に

治
盟
問
教
育
空
港
め
て
い
る
，

霊童謡陣欝児41入が貴重ってくる、蝉瞳小内のごとほ自鞍護 鉄筋
ニ磁穣てのあらゆる楠査譲などを完輔している.



hι
官
一
甲
大
き
さ
、
品
位
く
い
ば
か
り
の
幼
児
一
に
す
む
・
壬
ろ
助
は
生
ま
れ
欽
揮
ア
フ

で
周
一
へ
の
心
づ
か
い
」
と
訳
者
四
右
弁
挑
子
一
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i 須賀公民館主、地区民の強い要望で、市内独立公民館第1号館と ; 
三 して誕生して、 ζとし満開年自在迎えた~
2 内部は、 145m'Oホ}ん 17・5援の広路、-10;量の和室、調態 〉
)寒など、錯月経ベ 250 0人以上の人が、聾晶、大会、研究会、学 5
2 習晶、交流創ε剥精している i
2 現在、館長は、盛書よ子さん、公民館主事の安藤吏員と管理人大 F 
~ JlI弘子さんが揮8指揮している.公民館運営委員は、愛員長の電話K ~ 
5 新蔵氏ほか各地区の自治会の代表者 12人で構成されている。樟年占
手 催している港地区 2周駅伝離走大会や ';/7トポールヲ油、車時大 2
2虫、市民レクな苫には、港地区陣背振興企の会長遠海底許民ほか;
S 1 1人の役員が活醸している。<
〈 ζとしの公民館事業主、その日揮に「明1l'るい住みよい田7づ< ~ 

~ lJJをかかげ、重点事業は自治会運営研究集虫を 6-8月にかけて 2 
}実施草うること。 ζれは、地区住民の自主回体である自治会のいろい ミ
ミ ろな問題空各部門別にとDあげ、新生活運動をかみあめせたお哀し、 5 
2 の研究会で自治会の円潜な活動こ、明るい釘づ<!?!こ役立てたい 2 
2 と顕うもの.対象は、自治虫役員を中，c"に、地区住民主ご日頃直接関 5 
2 係ある回悼のかたがた、行政槽関¢関係者も宮めて、話し合い研究 4 
2 しあってい〈方針。 aj また調闘の増献と間関細川総芸能発;
表会、などを開催し、乙れらを通じて地区住民の文化思惑の高揚に と

i 役立ちたいと顕っている。 、 2 j 本年度昨8月には、自治会運営研究集弘前融合体育大 E
品、また10月には、第16回市民体育レク'J~ーシ sy路地区大会、 2 
11月に文化祭港地区内二閥駅伝大会、 12月は公民館大獄絵，1"月呼

i には成人のつどい、市内一周駅伝大禽への棚、新響力，，::;:::~: ~ 
;月勉強会の各種発表会を予定しておU、年度末の 3月には行事のま 2 
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輯韓慰留舘:IJ器りた本華麗官民い子 立としは訴しぽいも穣

んでお宅の近〈へ巡回、鴎設する予定。

夏はlよい草売の活踊が績も盛んになる芋節でT.ばい菌が溜え
る渠件は適度な湿度、湾当な水分と栄聾があれば1個の絹醤が

20分位で2儲になlJ2時間で散億になDます。

今なろの貴べ駒はこれらの条件を満たす麟ったり、かなった

Dということです。では、どのように注意したら宜中選を防ぐ
ことができるでしょう。

清潔・低温・迅速

第一ー番目は?脅静寂です.立ベ駒や生器、器異そして調現埼が猪

揮でなければいけません.貴べ物は清潔な信で買うことがー番

信頼がおけると思います.

次に貴器や器具ですが、使用接は熱揖情議することが必要で

すイ特にまないた、包了、ふきん、貴器類は 1B 1回、熱湯で
数秒間消毒をしてくださド@次に調主霊場ですが清彦夜、轄頓はも

ち論のζ と、はえ、ときぶDがいないように常に心がけなけれ
ばな担ません。

食中毒の予防-



盟対象・主主俊5か月から10か月まな
の乳1恩

腫巡回毘草書

9}'12臼土醸小学捜
~ 3日吉Fむj、苧捜
.. 4日照時公民銀

" 5日揖島公民館。6白金田公民銭
。9日 量毎回公民館
。10日金自公民館
。11臼中原公民館
" 12白神田公民鎧
.. 138 南京公民館
.. 16日 東中原公民委書
.. 17自主E 公民館

日曜悼診の急患者救うため、平草壁市

医師虫、東海道融老若竜に安代診療制

度を申し合わせている。 一

貌第1・第3日曜日在南側の医院
盟第2・第4臼植田は北関jの医院が

原則として診摺に応ずるととになっ

ている， rm其郊であって都合により
変更もある。日曜はあくまで休診日

であp、診療は緊急、患者に限るJと
されている。

観共済病院 (32濁1950)
圏中甫国際病協事 (32局0015)
鏑持主主虫病獄。 ・(31局0520)
瞳杏雷蛍病院 (21局0346)
属意図病院 .. (21局0570)

劉窪破湾騨苦言銀務欄族嘉遺鐙強磁援護露盤謹盟運濁麗議蕗獲麗濁綴認認麹

争

会館

後 e{i富士見公民館

。31日 前 e花水台母子資
接@花寸て公開

8月 1臼"前・市役所庁舎西側
・揖鞘場

盟対象 e①白百42・11・1~43. 4.30ま
でに住れた揖ちゃん (3回総額)

軍昭41.11.1 ~42. 4 .30までに
焦れた子と42年駄に第 1期の接
種を終えている子 (1釦接種)

障巡回領事量・ (1留め)
8月19日 吉沢小学捜こと屋小学校
。20日金自公民貧富金田公民鰐
~ 218 飼崎公民館揖島公民主富
t- 22臼級公民館豊田公民舘

ク 238 神田公民館松原公民館
.. 248 富士見公民館
c. 26白

主主後・花水公E号館
8目 前・松風町松本
韓・扇松自動車検査場

9鴻煎・老松町公筒
後・松原公民館

12珪宥ド需護寺
後・高浜台自治会館

8月13目 前・専門宿ピル明石窮
後・繁華公民館

。14自前・蜜平幼稚園
後・夕陽 Ir丘独身寮

" 15毘前@千日間岸子供会館
後・漁業協同組合

。16目前 e感きよ子氏宅
後・須賀公民館

馬主本蘇毘子ちゃん
〈まもとまり C (8か月〉

会日護軍悼〈真土}社喝の捜

本昇さん(31)と望書宏子さん(26)
の長女、i!'"後 8.5か月 e身長70
師 e鉱震 8・5制。生まれたとき
から母乳・掛乳ま散まず、牛乳

だけで育った。混在も、毎日か

か古ず四本など童女み、おしめを

汚さずお手洗いですませる良い

章。お父さん』ふ闘の中に入れ

ても痛くない可愛がIIょうで、
毎自記録写真を撮っているほ

ど。お父さんは九州り久留米市

の出身で、社内報編集者。

後@甫原公民館

。5日※前・競輪場
技能・アジミ冨霊

.. 6呂※前・揖輪場
以後@平尿病院

78 前 e

軍指曹い

とめ先で受ける人を除く。

定は40語以上の方。ただ1
合場では血圧甜定は行なわない。

前は 9時半-11時半・後は14~16
輔巡額扇穆 お

7 !l16目前・錨廷集会帝
9 桂'Jt.!!公民館

.. 17臼 煎・吉沢小学捜
後・土屋公民館

.. 18目 前・中原公民館
桂・中原公民館

.. 19目 前・i百四之宮公民鰭
桂・八播公民館

.. 20目 前*豊田公民館

.. 22日 前・真土公民鍔
能・東中原公民鰭

7月23日 前・横内公民主富
能@神田農協

.. 24日 前・大神公民鰐
後 a神田公民貧富

.. 25目 前・諾諾幼稚溺
接 a大久保公閤

.. 26目 前・上平塚公民察官
後・審日神社

.. 29日前・妙安寺
桂・八重咲町第2分団

たさii:4f務社技議i雲22票差;zf最中市!言号室2暴言f
jit!ji齢議ijjj;ijiiif車場jjjj!?
Eh普賢ii都議できた ii重量3iiii3iiiif自宅当時ii
詰31q遺書露関持者iiiiii室長封書出部品152
iiii!iiiiifiiiii;1ii!iij出場関連iii
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維新人口

人口総数 149，9 
世帯総数 36，6 
市域間積 67・
人口窮度 2，2 
前月比世帯場 1 
人口増 5 
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